
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

③：２４７ｈ０２０３１２ｊｙｏｕｈｏｋｕ５ｓｓ  ２００１年  難易度３ 

図のようにＡＢ＝７、ＢＣ＝８、ＣＡ＝９の 

△ＡＢＣとその内接円Ｏ１ がある。 

１）★★頂点Ａから辺ＢＣへの垂線をＡＨとする。 

ＡＨの長さを求めよ。 

２）★★内接円Ｏ１の半径の長さｒ１の長さを 

求めよ。 

３）★★★内接円Ｏ１の中心と辺ＢＣに関して 

反対側にある点Ｏ２を中心 とし、辺ＢＣ 

および、直線ＡＢ，直線ＡＣに接する円Ｏ２ 

の半径ｒ２の長さを求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝長さ＝相似比、合同、三平方の定理 

キーワード＝接線＝円中心と接点を結＝９０° 

キーワード＝接線＝1点からの接線の長さは等しい。 

3

 


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２ ２

２

１）三角形の 辺の長さが分っている場合三角形の面積を出すことができます。

　三平方の定理からＢＨ＝ｘとすると

　高さＡＨ＝７－ｘ＝９－（８－ｘ）でだすことができる。

　これを解くと４９－ｘ＝８１－（６４－１６ｘ＋ｘ）

　１６ｘ＝４９＋６４－８１＝３２

　ｘ＝２

　ＡＨ＝４９－４＝４５、　　ＡＨ＝３５

１
　△ＡＢＣの面積＝ ８ ３５＝１２５

２

２）Ｏ１の半径をｒとすると、

１
　ｒ（７＋８＋９） ＝１

２

,

２５

　ｒ＝ ５

３）ＡＰ＝ｘとすると

　　９－ｘ＋７－ｘ＝８

　　２ｘ＝８　　　ｘ＝４

　同様にＡＱ＝ｙとすると、

　ｙ－９＋ｙ－７＝８

　２ｙ＝２４

　ｙ＝１２

　△ＡＰＯ１は相似から△ＡＱＯ２

　相似比からＯ２の半径をｒ２とすると

　１：３＝ ５　：ｒ２

　ｒ２＝３５
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